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今年も全国各地で大雨による災害が発生しました。大雨は地震と違い、ある程度予測もされ事前に知ることができますが、「１時間に○○mmの
雨」と言われても危険度がわからない方も多いと思います。

気象庁から雨の強さと降り方についてまとめた雨量の指標が公開されています（右図）。ニュースや天気予報で“１時間の雨量”や“予報用語”

を聞いた時に、それぞれの状況がイメージできると正しい準備や避難行動が可能になります。ぜひ参考にしてみてください。

〈防災士 荻野勝也〉

※出典：気象庁ホームページ「天気予報等で用いる用語」より


